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港南防災ネットワーク便り

先日の記録的大雨により各地で甚大な被害を出した台風19号は「特定非常災害」
に指定されました。
地象災害（地震、津波、火山、土砂）だけでなく、気象災害（雨･洪水、大雪、

風、雷）も近年は多く発生しており、「災害」を身近に感じる人が増えています。
万が一、想定していなかった事態が生じたとしても、命を守り、最小限の被害に
抑えられる行動をとれることが望ましいのですが、それは大変難しいことです。
訓練を通して、一人一人の防災意識がより向上し、備えにつなげることができる
よう、皆さまのご参加をお待ちしております。

町会・自治会・管理組合・防災会・
企業・教育機関ごとの参加だけでなく
個人での参加も可能です。

AED

女性の視点に
配慮したトイレ



都立港特別支援学校では大規模災害の発生に備え
障害のある生徒の防災意識の育成と、生徒の安全確
保に向けた教職員の支援体制のシミュレーションを
目的とし、1泊2日の宿泊防災訓練を実施しています。
港南防災ネットワークでは、夕食準備のために大型
バーナーを使いお湯を沸かす担当として、毎年参加
しています。
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避難所受付訓練

情報掲示訓練

案内誘導訓練

防災普及啓発

バーナー取扱訓練

応急救護訓練
（日赤）

スタンドパイプ使用訓練

マンホールトイレ
組立訓練

炊き出し訓練

初期消火訓練

中学生は災害時に対応できるよう備えています！
港南中学校では、発災時に中学生も地域防災の担い手として活動できるよう

防災行動力の向上を目的とした数々の防災教育に取り組んでいます。
今回は港区総合防災訓練に向けた「プレ防災訓練」をご紹介します。

配給訓練

特別支援学校の宿泊防災訓練！

教職員の対応力

PTA安全部の協力


